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(57)【要約】
【課題】輸送車両とヘリコプタの寸法を公道で走行でき
る寸法に抑えると共に、ヘリコプタの輸送車両への積み
降ろし時にメインボディに無理な荷重がかかることを防
止したヘリコプタの輸送用架台を提供する。
【解決手段】平行な複数の縦フレームと、上記縦フレー
ムの前後をそれぞれ接続する互いに平行な前方横フレー
ムおよび後方横フレームと、上記前方横フレームに所定
高さで固定され、上記ヘリコプタの前方固定部に取付け
られる前方取付け部と、上記前方取付け部より低い高さ
で上記後方横フレームに固定され、上記ヘリコプタの後
方固定部に取付けられる後方取付け部と、上記縦フレー
ムの前端に前方に突出するように形成された延長部と、
上記延長部の間を接続する前方補強フレームを備え、上
記延長部は、上記テールブームを外した状態のメインボ
ディを上記メインロータのシャフトから吊下げたとき、
上記メインボディの最下点より下に位置するように、そ
の長さが設定されることを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メインシャフトを中心に回転するメインロータを有するメインボディ、テールブームお
よび上記メインボディに固定されたランディングギアからなるヘリコプタの上記ランディ
ングギアに代えて固定され、上記メインボディを輸送車両の荷台に支えるヘリコプタの輸
送用架台であって、
　平行な複数の縦フレームと、
　上記縦フレームの前後をそれぞれ接続する互いに平行な前方横フレームおよび後方横フ
レームと、
　上記前方横フレームに所定高さで固定され、上記ヘリコプタの前方固定部に取付けられ
る前方取付け部と、
　上記前方取付け部より低い高さで上記後方横フレームに固定され、上記ヘリコプタの後
方固定部に取付けられる後方取付け部と、
　上記縦フレームの前端に前方に突出するように形成された延長部と、
　上記延長部の間を接続する前方補強フレームを備え、
　上記延長部は、上記テールブームを外した状態のメインボディを上記メインシャフトか
ら吊下げたとき、上記メインボディの最下端より下に位置するように、その長さが設定さ
れることを特徴とするヘリコプタの輸送用架台。
【請求項２】
　請求項１に記載のヘリコプタの輸送用架台であって、
　上記前方取付け部と後方取付け部は、それぞれ、上記ランディングギアの高さより低く
設定されることを特徴とするヘリコプタの輸送用架台。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のヘリコプタの輸送用架台であって、
　上記前方取付け部は上記前方横フレームに所定高さに固定される前脚を有し、上記後方
取付け部は上記後方横フレームに所定高さに固定される後脚を有することを特徴とするヘ
リコプタの輸送用架台。
【請求項４】
　請求項３に記載のヘリコプタの輸送用架台であって、
　上記前脚は上記前方取付け部とのコーナに傾斜部が形成されることを特徴とするヘリコ
プタの輸送用架台。
【請求項５】
　請求項１～３のいずれか一項に記載のヘリコプタの輸送用架台であって、
　上記後方横フレームは、上記２本の縦フレームに前後方向に移動可能に接続されること
を特徴とするヘリコプタの輸送用架台。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載のヘリコプタの輸送用架台であって、
　上記前方取付け部および後方取付け部は、上記ヘリコプタの固定部の接触面との横ずれ
を防ぐずれ防止ピンが設けられることを特徴とするヘリコプタの輸送用架台。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載のヘリコプタの輸送用架台であって、
　上記縦フレームは、輸送車両の荷台に固定する固定フックを備えていることを特徴とす
るヘリコプタの輸送用架台。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載のヘリコプタの輸送用架台であって、
　上記前方横フレームと後方横フレームの間に位置して上記２本の縦フレーム間に接続さ
れた中央補強フレームが設けられることを特徴とするヘリコプタの輸送用架台。
【請求項９】
　請求項８に記載のヘリコプタの輸送用架台であって、
　上記縦フレーム、上記前方横フレームと前方取付け部の組合せ単位、上記後方横フレー
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ムと後方取付け部の組合せ単位、上記前方補強フレームの単位、上記中央補強フレームの
単位に分解可能に構成されることを特徴とするヘリコプタの輸送用架台。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヘリコプタをトレーラなどで輸送する際に使用される、ヘリコプタを荷台な
どに搭載する輸送用架台に関する。
【背景技術】
【０００２】
　中型の有人ヘリコプタは、航続距離が数百キロであってその範囲での自力移動は可能で
あるが、それを超える場合はトレーラなどの輸送車両による輸送が必要となる。
【０００３】
　有人ヘリコプタは、図１、図２に示すようにエンジン（図示せず）によって回転駆動さ
れるメインシャフト２と、メインシャフト２に固定されるメインロータ１と、エンジン、
操作機器、座席などを内蔵するメインボディ３と、メインボディ３から後方に延びるテー
ルブーム６と、メインボディ３の裏面に取付けられたランディングギア７を備えている。
テールブーム６にはテールロータ４と水平安定板５が取り付けられている。
【０００４】
　ランディングギア７は離着陸用の装置で、一対の平行な支持スキッド７ａ、７ｂを備え
た軽量で簡易な構造を有し、条件の悪い着地面（軟弱な地面、多少の不整地等）にも安全
に対応できる。
【０００５】
　スキッドを有するヘリコプタは、車輪が無くそのまま牽引して移動することができない
ので、スキッドに車輪を取り付けて専用牽引車で牽引して飛行場の格納庫などに移動され
る。
【０００６】
　また、ヘリコプタを車両に載せて輸送する例は、有人ヘリコプタについてはあまりない
が、農薬や作物の種などを空中散布する無人ヘリコプタについては、種々の従来例（特許
文献１～３）が示される。
【０００７】
　特許文献１では、運転席の後方に荷台を有する貨物自動車と、前記荷台に搭載される無
人ヘリコプタおよびその関連機材等の運搬用車載補助具が示され、運搬用車載補助具は、
前記荷台の運転者席側の部位に設置される。また、運転席後部窓の高さまたはこれを越え
る高さを有する機材収納箱と、前記荷台の助手席側の部位後部の荷台面に近接して設置し
た無人ヘリコプタの脚部を載置するヘリコプタ載置台とを備えた無人ヘリ運搬用車載補助
具が示されている。
【０００８】
　上記の構成によれば、貨物自動車の荷台に無人ヘリコプタおよびその関連機材等をコン
パクトに容易に積載することができ、しかも運転に支障を来すような視界の妨げを防止す
ることができる。
【０００９】
　特許文献２には、軽トラック等の車両の荷台に載置される脚部を有する前後２つの水平
部材と、この水平部材の両端部に配設され前記荷台の側壁部に当接する水平固定部と、前
記２つの水平部材に渡設され産業用無人ヘリコプタの左右のスキッドがそれぞれ載置され
る左右２つの支持部材と、前記左右２つの支持部材にそれぞれ配設され前記左右のスキッ
ドを前記左右２つの支持部材に固定するスキッド固定部を備えた、産業用無人ヘリコプタ
の車載固定具が示されている。
【００１０】
　上記構成によれば、車載固定具を分解して容易に持ち運ぶことができる簡素な構造とし
、軽トラック等の車両の荷台に簡便に着脱することで取扱い性が優れ、また、寸法の異な
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る無人ヘリコプタでも対応ができて汎用性に優れ、無人ヘリコプタの積み込み、積み下ろ
しの作業が容易で固定作業性に優れ、無人ヘリコプタを強固に保持して目的地まで搬送す
ることができる。
【００１１】
　特許文献３には、運搬車両で無人ヘリコプタを運搬するため、少なくとも一対の車輪を
備えたカートを積卸しするための着脱可能なラダーレールと、荷台に固定され前記カート
を載置できるカート架台とを有する無人ヘリコプタの運搬用車載装置が示されている。
【００１２】
　この構成によれば、無人ヘリコプタを安定した姿勢で且つ一人の作業者で積卸しするこ
とができるものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】特開平０８－１４２７４０号公報
【特許文献２】特開２００７－３０２１０３号公報
【特許文献３】特開２０１１－４６３６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　特許文献１では、貨物自動車の荷台に無人ヘリを傾けた状態でコンパクトに容易に積載
することができ、しかも運転に支障を来すような視界の妨げを防止することができる。
【００１５】
　しかし、有人ヘリコプタは重量が大きく、支持部分に過大な荷重がかかるため、ボディ
に損傷を受ける恐れがある。このため、有人ヘリコプタでは、その荷重を支える部分とし
ては、メインロータのシャフト、水平安定板のシャフト、およびランディングギアの固定
部など、飛行中および着陸時に力が集中作用する機械的強度の高い部分としている。
【００１６】
　特許文献２では、無人ヘリコプタをスキッドを介して車両に搭載しており、特許文献３
では、無人ヘリコプタをその支持脚とカートを介して車両に搭載している。いずれにして
も、これらの特許文献では、ランディングギアを介して無人ヘリコプタを車両の荷台に載
せている。
【００１７】
　しかしながら、これを有人ヘリコプタに適用すると以下の問題が生じる。図１と図２に
示すように、有人ヘリコプタの寸法の大きさから、搭載可能な車両はトレーラとなる。特
許文献２と３に示すようにランディングギアを介してヘリコプタを荷台に載せると、図２
２と図２３に示す状態となる。
【００１８】
　搭載に際して、ヘリコプタはメインロータが外されたメインシャフトをクレーン（図示
せず）で吊上げられ、図２２に示すように、ほぼ水平な状態でトレーラ１００の荷台１０
１に吊り降ろされる。
【００１９】
　ヘリコプタをメインシャフトで吊上げることで、飛行時と同じ状態でヘリコプタを吊上
げて、全体の重量バランスがとれたほぼ水平状態に安定させることができる。
【００２０】
　図２３に示すように、有人ヘリコプタは、メインロータ１とテールロータ４が外され、
メインボディ３、テールブーム６およびランディングギア７を備えた状態で、トレーラ１
００の荷台１０１に搭載される。
【００２１】
　搭乗人数１５人程度の中型の有人ヘリコプタは、寸法が、胴体（メインボディ３、テー
ルブーム６）の長さが約１１～１３ｍで、高さ（メインロータ、メインボディ、ランディ
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ングギア）が約３．２～４．６ｍである。
【００２２】
　一方、公道を走行できる車両の寸法（積載物込）は、長さが１２ｍで、高さが３．８で
ある。
【００２３】
　したがって、図２３の状態では、車両の寸法（積載物込）が公道を走行できる寸法を超
えるため、事前の関係機関の特別許可に加え、走行時の時間帯制限や管理体制（走行管理
の人と車）が必要となって、輸送コストが大幅に高くなる。
【００２４】
　公道を走行できる寸法にするには、ヘリコプタの搭載高さと長さを小さくする必要があ
る。ヘリコプタは、メインボディ３とテールブーム６が分離できる構造となっているので
、ヘリコプタの長さを抑えるには、メインボディ３からテールブーム６を分離するのが有
効と考えられる。
【００２５】
　しかし、テールブーム６が分離されたメインボディ３は重心が前側に移動するため、メ
インシャフト２で吊上げられると姿勢が大きく前に傾向く。前傾姿勢のままトレーラ１０
０に吊降ろされると、メインボディ３が荷台１０１に最初に接触する恐れがある。
【００２６】
　メインボディ３は、エンジン、操作機器、座席などを内蔵しているため、ヘリコプタの
全体重量の大部分を占め、荷台１０１に吊降し時に最初に接触すると、その重量で損傷を
受ける恐れが大きい。
【００２７】
　この状況は、荷降ろしする際（メインボディ３を荷台１０１から吊上げ、地面に吊り降
ろす）も同様である。荷台１０１から搭載状態のメインボディ３を吊上げる際にメインボ
ディ３が荷台１０１に最後まで接触し、地面に吊り降ろす際にメインボディ３が地面に最
初に接触すると、メインボディ３に損傷を与える恐れが大きい。
【００２８】
　また、ヘリコプタの搭載高さを低くするには、メインボディ３と荷台の間に高さの低い
支持物を介在させることが考えられる。
【００２９】
　本発明は、上記従来技術の不具合にかんがみなされたものであり、輸送車両とヘリコプ
タの寸法を公道で走行できる寸法に抑えると共に、ヘリコプタの輸送車両への積み降ろし
時に、メインボディに無理な荷重がかかることを防止した、ヘリコプタの輸送用架台を提
供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００３０】
　上記目的を達成する本発明は、メインシャフトを中心に回転するメインロータを有する
メインボディ、テールブームおよび上記メインボディに固定されたランディングギアから
なるヘリコプタの上記ランディングギアに代えて固定され、上記メインボディを輸送車両
の荷台に支えるヘリコプタの輸送用架台であって、
　平行な複数の縦フレームと、
　上記縦フレームの前後をそれぞれ接続する互いに平行な前方横フレームおよび後方横フ
レームと、
　上記前方横フレームに所定高さで固定され、上記ヘリコプタの前方固定部に取付けられ
る前方取付け部と、
　上記前方取付け部より低い高さで上記後方横フレームに固定され、上記ヘリコプタの後
方固定部に取付けられる後方取付け部と、
　上記縦フレームの前端に前方に突出するように形成された延長部と、
　上記延長部の間を接続する前方補強フレームを備え、
　上記延長部は、上記テールブームを外した状態のメインボディを上記メインシャフトか
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ら吊下げたとき、上記メインボディの最下端より下に位置するように、その長さが設定さ
れることを特徴とする。
【００３１】
　この構成によれば、テールブームを外した状態のメインボディを輸送車両の荷台に載せ
るので、ヘリコプタの搭載長さを短くすることができる。
【００３２】
　また、この構成によれば、メインボディを上記メインシャフトから吊上げたとき、輸送
用架台の前方に突出する延長部がメインボディの最下端より下に位置するので、輸送車両
の荷台からの吊上げ時や地面への吊降ろし時に、荷台や地面に上記延長部が接触してメイ
ンボディの接触が避けられるので、メインボディに損傷を与える恐れがない。
【００３３】
　また、上記において、上記前方取付け部と後方取付け部は、それぞれ、上記ランディン
グギアの高さより低く設定されることを特徴とする。
【００３４】
　この構成によれば、ランディングギアより高さが低い輸送用架台を介して搭載するので
、ヘリコプタの搭載高さを低くすることができる。
【００３５】
　また、上記において、上記前方取付け部は上記前方横フレームに所定高さに固定する前
脚を有し、上記後方取付け部は上記後方横フレームに所定高さに固定される後脚を有し、
また、上記前脚は上記前方取付け部とのコーナに傾斜部が形成されることを特徴とする。
【００３６】
　この構成によれば、前方取付け部をヘリコプタに固定するに際し、ヘリコプタから延び
ている配線や付属物等を挟まないように傾斜部で避けることができる。
【００３７】
　また、上記において、上記後方横フレームは、上記２本の縦フレームに前後方向に移動
可能に接続されることを特徴とする。
【００３８】
　この構成によれば、ヘリコプタにより前方固定部と後方固定部の間隔が多少異なっても
、後方横フレームの移動で調整することができる。
【００３９】
　また、上記において、上記縦フレーム、上記前方横フレームと前方取付け部の組合せ単
位、上記後方横フレームと後方取付け部の組合せ単位、上記前方補強フレームの単位、上
記中央補強フレームの単位に分解可能に構成されることを特徴とする。
【００４０】
　この構成によれば、輸送用架台を運び易い重量で、かつ、組み立てやすい単位に分解す
ることで、ヘリコプタの格納倉庫などへの運び入れと組立てを容易に行うことができる。
【発明の効果】
【００４１】
　本発明によれば、輸送車両とヘリコプタの合計の寸法を、公道を走行できる長さと高さ
に小さく抑えることができ、また、ヘリコプタの輸送車両への積み降ろし時にメインボデ
ィに無理な荷重がかかることを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】一般的なヘリコプタの側面図である。
【図２】図１の正面図である。
【図３】本発明実施例の概要の説明図である。
【図４】本発明実施例のヘリコプタの輸送用架台の斜視図である。
【図５】同じく輸送用架台の平面図である。
【図６】同じく輸送用架台の側面図である。
【図７】同じく輸送用架台の前方横フレームと前方取付け部との組合せ単位の説明図であ
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る。
【図８】同じく輸送用架台の後方横フレームと後方取付け部との組合せ単位の説明図であ
る。
【図９】同じく輸送用架台の前方補強フレーム及び中央補強フレームの部品単位の説明図
である。
【図１０】同じく輸送用架台の縦フレームの部品単位の説明図である。
【図１１】同じく輸送用架台をヘリコプタに取付ける説明図である。
【図１２】図１１の詳細説明図である。
【図１３】本発明実施例のヘリコプタのメインボディからランディングギアを取外す説明
図である。
【図１４】本発明実施例の輸送用架台にヘリコプタを吊り降ろす説明図である。
【図１５】同じくヘリコプタに輸送用架台を取付ける説明図である。
【図１６】同じく輸送用架台が取付けられたヘリコプタを荷台に吊り降ろす説明図である
。
【図１７】同じくヘリコプタのメインボディを荷台に固定した状態でテールブームを外す
説明図である。
【図１８】同じくヘリコプタのメインボディを荷台に設置した説明図である。
【図１９】同じくメインボディを荷台から吊上げる説明図である。
【図２０】同じくメインボディを地面に吊降ろす説明図である。
【図２１】同じくメインボディの最下点と輸送用架台の最下点の説明図である。
【図２２】ランディングギアを有するヘリコプタの荷降しの説明図である。
【図２３】同じく荷台に搭載されたヘリコプタの説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００４３】
　以下、本発明の実施例を図３～図２１に基づいて詳細に説明する。図１、図２、図２２
、図２３は、一般的なヘリコプタについて説明しており、実施例と同一部分は共通の符号
を付して説明する。
【実施例１】
【００４４】
　図３は本発明実施例の概要の説明図である。本実施例ではヘリコプタのメインボディ３
の裏面の固定部（後述）からランディングギア７を取り外し、代わりに上記固定部に輸送
用架台２０を固定する。この作業は、ヘリコプタをメインシャフト２をクレーン等（図示
せず）で吊り上げた状態で行われる。
【００４５】
　図４は本発明実施例のヘリコプタの輸送用架台の斜視図、図５は平面図、図６は側面図
である。図４～図６において、２１はコ字型鋼材からなる平行な２本の縦フレームである
。２２は平行な縦フレーム２１の前方に直交してネジ止めで固定される前方横フレーム、
２３は平行な縦フレーム２１の後方に直交してネジ止めで固定される後方横フレームであ
る。前方と後方の横フレーム２２、２３は、角柱鋼材で構成される。
【００４６】
　縦フレーム２１の後方横フレーム２３の取付け用孔は長孔に形成され、この長孔に沿っ
た矢印方向に移動可能にねじ止めされる。これによって、メインボディ３の裏面の固定部
の間隔に多少誤差があっても、後方横フレーム２３の取付け位置の移動調整で、輸送用架
台２０を確実に固定することができる。
【００４７】
　２４は、前方横フレーム２２の上に所定高さで固定される丸パイプ鋼材からなる前方取
付け部である。前方取付け部２４は、縦フレーム２１の底部から高さＬ１に設定される。
２５は、後方横フレーム２３の上に前方取付け部２４より低い所定高さで固定される丸パ
イプ鋼材からなる後方取付け部である。
【００４８】
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　前方取付け部２４は、両側を前方横フレーム２２に固定される所定高さの２個の前脚２
８を有し、後方取付け部２５は、両側を後方横フレーム２３に固定される所定高さに２個
の後脚３０を有する。前脚２８と後脚３０は共に角柱鋼材で構成され、前脚２８の高さ寸
法は後脚３０より高く設定される。
【００４９】
　前方取付け部２４および後方取付け部２５は、それぞれ、ヘリコプタのメインボディ３
の裏面の前方固定部と後方固定部（いずれも後述）に取付けられる。
【００５０】
　前方取付け部２４と後方取付け部２５は、ヘリコプタから取り外されたランディングギ
ア７の前と後の高さより低い高さ寸法に設定される。この構成により輸送車両の荷台での
ヘリコプタの搭載高さを出来るだけ低くなるようにする。
【００５１】
　各前脚２８には、前方取付け部２４と接続されるコーナに傾斜部２９が形成される。傾
斜部２９は、前方取付け部２４をメインボディ３の裏面に固定するに際し、ヘリコプタか
ら延びている配線や付属物等を挟まないように避けることができる。
【００５２】
　２６は各縦フレーム２１の前端を前方に所定長さＬだけ突出するように形成された延長
部で、３６は延長部の先端である。２７は延長部２６の先端がネジ止めで固定される前方
補強フレームで、Ｌ形鋼で構成される。
【００５３】
　３１、３２は、それぞれ前方取付け部２４および後方取付け部２５の上面に設けられた
ずれ防止ピンであり、ヘリコプタ輸送時の振動によるメインボディ３の固定部との横ずれ
を防止する。
【００５４】
　３３は、２本の縦フレーム２１の８か所に設けられた固定フックで、図示しないワイヤ
によって輸送用架台２０を輸送車両の荷台に固定する。前方取付け部２４と後方取付け部
２５を介してヘリコプタを輸送用架台２０に固定し、固定フック３３を介して輸送用架台
２０を輸送車両の荷台に固定することにより、ヘリコプタが輸送車両の荷台に固定される
。
【００５５】
　３５は、両端が２本の縦フレーム２１の中央付近にねじ止め固定された中央補強フレー
ムで、Ｌ形鋼で構成されて縦フレーム２１の中央部分を補強する。
【００５６】
　図７～図１０は、輸送用架台２０を組立および分解するときの部品単位を示す説明図で
ある。図７は前方横フレーム２２と前方取付け部２４との部品単位の説明図であり、（Ａ
）は正面図で、（Ｂ）は側面図である。前方取付け部２４とその両端が前脚２８を介して
前方横フレーム２２に固定されて部品単位が構成される。
【００５７】
　図８は後方横フレーム２３と後方取付け部２５の部品単位の説明図であり、（Ａ）は正
面図で、（Ｂ）は側面図である。後方取付け部２５とその両端が後脚３０を介して後方横
フレーム２３に固定されて部品単位が構成される。
【００５８】
　図９は前方補強フレーム２７及び中央補強フレーム３５の２本の部品単位の説明図であ
り、（Ａ）は正面図で、（Ｂ）は側面図である。図１０は縦フレームの１本の部品単位の
説明図であり、（Ａ）は正面図で、（Ｂ）は側面図である。
【００５９】
　図７～図１０に示す輸送用架台２０の部品単位は、人力による安全な重量（例えば３５
ｋｇ以下等）で、かつ、組み立て易い単位となるように設定されており、ヘリコプタの格
納倉庫などへの運び入れと、輸送用架台２０の組立てを容易に敏速に行うことができる。
【００６０】
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　次に、図１１と図１２を用いて、ヘリコプタのメインボディ３の裏面の固定部の構造と
、輸送用架台２０の取付け方を説明する。１３はヘリコプタのメインボディ３の裏面であ
り、ランディングギア７が取り付けられるＵ字状溝で形成される前方固定部１０と後方固
定部１１が設けられている。
【００６１】
　上記ランディングギア７が外された後、前方固定部１０と後方固定部１１に、それぞれ
輸送用架台２０の前方取付け部２４と後方取付け部２５が固定される。
【００６２】
　前方取付け部２４と後方取付け部２５は丸パイプ鋼材からなり、それぞれ前方固定部１
０と後方固定部１１のＵ字状溝に入り込む寸法に設定されている。したがって、Ｕ字状溝
に入り込んだ状態で、前方取付け部２４と後方取付け部２５の下面がメインボディ３の裏
面１３と同一面となる。
【００６３】
　この状態で、取付け金具１２（図１２に破線で示す）をメインボディ３の裏面１３に固
定する。前方取付け部２４は、前方固定部１０と取付け金具１２に挟まれた状態で固定さ
れる。同様にして、後方取付け部２５も後方固定部１１に固定される。
【００６４】
　次に、図１３～図１５を用いて、ヘリコプタのメインボディ３の裏面の固定部からラン
ディングギア７を取り外し、上記固定部に輸送用架台２０を固定する作業手順を説明する
。
【００６５】
　先ず、図１３に示すように、メインボディ３とテールブーム６を備えたヘリコプタのメ
インシャフトをクレーン（図示せず）に水平に吊下げた状態でランディングギア７を取り
外す。
【００６６】
　次いで、図１４に示すように、地面１０３に配置された輸送用架台２０の前方取付け部
２４と後方取付け部２５を目指してヘリコプタを吊降ろし、それぞれメインボディ３の前
方固定部１０と後方固定部１１に嵌め込む。そして、取付け金具１２によって、輸送用架
台２０をメインボディ３の裏面に固定する（図１５）。
【００６７】
　ヘリコプタは、図１３、図１４では水平姿勢なので、多少揺れても安定した状態でラン
ディングギア７の取外しと輸送用架台２０の取付けが行われる。
【００６８】
　前方取付け部２４が後方取付け部２５より高さが高いので、輸送用架台２０が取付けら
れた状態のヘリコプタは、図１４の水平から少し後傾した姿勢となる。
【００６９】
　ヘリコプタの輸送車両への積込みは、図１５～図１８に示す手順で行われる。先ず、図
１５の状態からメインシャフトをクレーン（図示せず）で水平に吊上げ、図１６のように
輸送車両１００の荷台１０１の上方に移動する。輸送車両１００は、例えばトレーラであ
る。
【００７０】
　ヘリコプタは水平に維持された状態で移動し、輸送用架台２０の下面が荷台１０１に接
するように吊降ろされ、図１７に示すように、後傾した姿勢で設置される。ヘリコプタは
、水平姿勢の状態で荷台１０１に吊り降ろされるので、風などで多少揺れても安定した状
態で荷台１０１に設置される。
【００７１】
　ところで、トレーラを使い公道で輸送するためには予め特殊車両の通行許可を取得する
必要がある。ここで、図１７に示す荷台１０１に搭載された状態（実線で示される）は、
図２３と同様にテールブーム６が荷台１０１から後方に大きく突出している。この場合、
規定される積載寸法を超えてテールブーム６が突出することから、上記通行許可の取得に
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より多くの時間を要すことがあり、結果的に輸送上のコストアップ要因が生じる。
【００７２】
　本実施例では、図１７に破線で示すように、テールブーム６をメインボディ３から分離
し、荷台１０１にはメインボディ３のみを搭載する（図１８）。分離したテールブーム６
は、別のトラック（不図示）で運搬される。このようにテールブーム６を分割し、荷台１
０１の規定寸法から積載物（ヘリコプタのメインボディ３）がはみ出ないようにすること
で、上述の通行許可の取得に対してより優位な条件に設定できるとともに、公道輸送時に
おけるリスクを低減し、安全に輸送することができる。
【００７３】
　なお、テールブーム６は、別のトラックの荷台から後方に突出しない様に、図示しない
支持物によって水平安定板５の支持軸等が支持され、荷台に固定される。
【００７４】
　図１８に示す状態で、目的地（飛行場など）に到着したヘリコプタは、荷台１０１から
クレーンによってメインボディ３が吊上げられ、地面に降ろされる。
【００７５】
　輸送車両１００の荷台１０１上のメインボディ３は、テールブーム６が分離されている
ので、メインシャフトで吊り上げられると、図１９に示すように前傾姿勢となる。テール
ブーム６が分離されることにより、メインボディ３の重心が前に移動したためである。
【００７６】
　メインボディ３は、荷台１０１から離れる間際は、前傾したメインボディ３の先端が荷
台１０１に接近する。本実施例では、荷台１０１から離れる間際は、図１９に示すように
、輸送用架台２０の縦フレーム２１の先端３６が荷台１０１に最後まで接触し、メインボ
ディ３の先端が荷台１０１に接触するのを避けている。
【００７７】
　クレーンによって吊上げられたメインボディ３は、所定場所に移動して吊降ろされる。
地面１０３に降ろされる場合は、図２０に示すようにメインボディ３が前傾姿勢で吊降ろ
されるが、輸送用架台２０の縦フレーム２１の先端３６が地面１０３に最初に接触し、さ
らに吊降ろされると、縦フレーム２１の全体が地面１０３に接触する。
【００７８】
　このように、前傾姿勢のメインボディ３の荷台からの吊上げ（図１９）と、地面への吊
降ろし（図２０）では、輸送用架台２０の縦フレーム２１の先端３６が荷台１０１や地面
１０３に直接接触し、メインボディ３の下端が荷台１０１や地面１０３に直接接触するこ
とが無い。
【００７９】
　したがって、ヘリコプタの全体重量の大部分を占めるメインボディ３が、直接荷台１０
１や地面１０３に接触することがないので、その重量によるメインボディ３の損傷を防止
でき、安全にヘリコプタの積み降ろしを行うことができる。
【００８０】
　地面１０３に設置された後、メインボディ３にテールブーム６が取り付けられる。そし
て、クレーンで再度メインシャフト２を吊上げてヘリコプタを水平姿勢に維持した状態で
、前方固定部１０と後方固定部１１から輸送用架台２０を取り外し、代わりにランディン
グギア７を取り付ける。
【００８１】
　次に、メインボディ３の下端が荷台１０１や地面１０３に直接接触しないようにするた
めの輸送用架台２０の寸法の設定について述べる。
【００８２】
　図２１に示すように、吊上げ状態のメインボディ３の下端位置をＨ１、輸送用架台２０
の延長部２６の先端３６の位置をＨ２、位置Ｈ１とＨ２の差をＤとする。吊上げ状態で、
メインボディ３の下端が荷台や地面に直接接触しないようにするには、位置Ｈ１より位置
Ｈ２が下に位置する必要がある。
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【００８３】
　本実施例では、テールブーム６が分離されている状態のメインボディ３を上記メインシ
ャフト２から吊上げたとき、輸送用架台２０の延長部２６の先端３６の位置Ｈ２が、上記
メインボディの最下端の位置Ｈ１より下に位置するように、延長部２６の長さＬを設定し
ている。
【００８４】
　輸送用架台２０の前方固定部１０の高さ寸法Ｌ１またはＬの寸法を大きく設定すると、
位置Ｈ１とＨ２の差Ｄが大きくなるので、メインボディ３は荷台や地面に接触しにくくな
ってより安全となる。
【００８５】
　しかし、Ｌ１を大きく設定すると、輸送用架台２０の高さ寸法が大きくなるので、荷台
でのヘリコプタの搭載高さが高くなって、好ましくない。
【００８６】
　したがって、Ｌ１を大きくすることなく、延長部２６の長さＬの寸法を調整することで
、メインボディ３が荷台や地面に直接接触しない程度の安全な大きさに設定すれば、ヘリ
コプタの搭載高さを低く抑えた状態で、メインボディ３の損傷を防止することができる。
【００８７】
　延長部２６の長さＬの設定値は、例えば、メインボディ３をメインシャフト２で吊上げ
たとき、クレーン（図示せず）の先端を中心とする搖動時の、輸送用架台２０の延長部２
６の搖動軌跡より、メインボディ３の搖動軌跡が距離Ｄだけ内側に位置するように設定さ
れる。
【００８８】
　ヘリコプタは目的に沿った仕様に基づいて取付け部品が決まるので、メインボディ３の
重量配分が異なってくる。したがって、輸送用架台２０は、実際のヘリコプタに合わせて
メインボディの損傷を防止するための寸法設定が必要となる。
【符号の説明】
【００８９】
１　メインロータ
２　メインシャフト
３　メインボディ
４　テールロータ
５　水平安定板
６　テールブーム
７　ランディングギア
１０　前方固定部
１１　後方固定部
１２　取付け金具
１３　メインボディの裏面
２０　輸送用架台
２１　縦フレーム
２２　前方横フレーム
２３　後方横フレーム
２４　前方取付け部
２５　後方取付け部
２６　延長部
２７　前方補強フレーム
２８　前脚
２９　傾斜部
３０　後脚
３１、３２　ずれ防止ピン
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３３　固定フック
３５　中央補強フレーム
３６　先端
１００　輸送車両
１０１　荷台
１０３　地面
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